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公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所　

道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
度
よ
り
、
創
立
者
で
あ
る
廣
池
千
九

郎
生
誕
百
五
十
年
記
念
事
業
と
し
て
、「
皇
室
関
係
資
料
文
庫
」
を
構
築

し
、
そ
こ
で
収
集
し
た
天
皇
・
皇
室
に
関
係
す
る
知
識
・
情
報
を
公
開
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
イ
ト
と
し
て
、「
ミ
カ
ド
文
庫
」
を
開
設
し
た
（
二

〇
一
七
年
一
月
、http://m

ikado

│bunko.jp/

）。

　

そ
こ
で
は
、「
歴
代
天
皇
の
略
伝
」「
皇
室
関
係
の
用
語
辞
典
」「
今
上

天
皇
の
歩
み
」
と
と
も
に
、「
皇
室
関
係
の
文
献
目
録
」
と
し
て
、
全
天

皇
と
そ
の
主
要
業
績
に
つ
い
て
の
研
究
論
文
・
文
献
の
情
報
を
収
集
し
、

順
次 

公
開
し
て
い
る
。
今
回
掲
載
す
る
の
は
、
そ
の
中
の
光
格
天
皇
・
仁

孝
天
皇
に
つ
い
て
の
文
献
目
録
で
あ
る
。

　

光
格
天
皇
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
安
永
八
年
（
一
七
八
〇
）、
閑
院
宮

家
か
ら
後
桃
園
天
皇
の
養
子
と
な
ら
れ
、
第
一
一
九
代
天
皇
と
し
て
即
位

さ
れ
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
子
で
あ
る
仁
孝
天
皇
に
譲
位
さ
れ

た
。
今
上
天
皇
の
直
系
の
先
祖
に
あ
た
ら
れ
、
ま
た
、
現
在
に
お
い
て
は

最
後
の
譲
位
（
生
前
退
位
）
を
行
わ
れ
た
天
皇
で
あ
る
。

　

今
年
（
二
〇
一
七
年
）
の
一
月
二
十
四
日
、
産
経
新
聞
は
、「
陛
下　

光
格
天
皇
の
事
例
ご
研
究　

宮
内
庁
に
調
査
依
頼　

6
年
半
前
」
と
す
る

記
事
を
掲
載
し
た
。
同
記
事
に
よ
れ
ば
、「
天
皇
陛
下
が
約
6
年
半
前
に

譲
位
の
意
向
を
示
し
た
当
初
、
最
後
に
譲
位
し
た
光
格
天
皇
の
事
例
を
調

べ
る
よ
う
宮
内
庁
側
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
23
日
、
分
か
っ
た
。
陛

下
が
譲
位
の
具
体
例
に
言
及
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
は
初
め

て
。
光
格
天
皇
は
譲
位
後
に
権
力
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お
り
、
陛
下
が
持
た

れ
て
い
る
譲
位
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
…
陛
下

は
遅
く
と
も
平
成
22
年
7
月
に
は
、
相
談
役
の
宮
内
庁
参
与
ら
を
集
め
た

会
合
、
い
わ
ゆ
る
参
与
会
議
の
場
で
譲
位
の
意
向
を
示
し
た
が
、
関
係
者

研
究
ノ
ー
ト

光
格
天
皇
・
仁
孝
天
皇
研
究
論
文
目
録
（
稿
）

久 

禮　

旦 

雄
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…
飢
饉
に
苦
し
む
民
へ
の
米
の
放
出
を
幕
府
に
申
し
入
れ
、
実
現
さ

せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
…

　
「
象
徴
天
皇
」
と
し
て
即
位
し
た
初
め
て
の
天
皇
で
あ
る
天
皇
陛

下
も
、
同
様
の
模
索
を
重
ね
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
…
国
民
が
苦
難
に
直
面
し
て
い
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
近
く
で

寄
り
添
い
、
苦
し
み
を
や
わ
ら
げ
る
│
。
こ
れ
が
新
し
い
天
皇
像
で

あ
る
と
い
う
の
が
天
皇
陛
下
の
お
考
え
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
天
皇

陛
下
が
譲
位
の
制
度
化
を
お
望
み
な
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ご
意
向
に

沿
う
ほ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
象
徴
天
皇
と
い
う
新
し
い
天
皇
像
を

お
一
人
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
陛
下
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
。

　

幕
末
に
光
格
天
皇
が
主
導
し
た
神
事
や
儀
礼
の
復
古
は
、
天
皇
の

政
治
的
・
思
想
的
な
権
威
強
化
に
つ
な
が
り
、
明
治
以
降
の
近
代
天

皇
制
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
の
「
お
気
持
ち
」
表
明
も
、
将
来
は
歴
史
上
の
エ
ポ
ッ

ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
出
来
事
と
し
て
振
り
返
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　

な
お
、
情
報
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
シ
ス

テ
ム
（N

D
L-O

PA
C

）
と
、C

iN
ii

（
N
I
I
学
術
情
報
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
）

を
利
用
し
、
適
宜
、
修
正
・
追
加
し
た
。
デ
ー
タ
の
入
力
に
つ
い
て
は
、

小
林
礼
子
の
協
力
を
得
た
。

に
よ
る
と
、
そ
の
前
後
に
、
宮
内
庁
幹
部
ら
に
光
格
天
皇
の
譲
位
の
事
例

を
調
べ
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
。」
と
し
て
お
り
、
複
数
の
「
関
係

者
」
の
発
言
と
し
て
、「
譲
位
後
の
光
格
天
皇
は
、
中
世
の
後
鳥
羽
上
皇

ら
と
異
な
り
、
権
力
を
ふ
る
っ
て
い
な
い
。
譲
位
の
直
近
の
事
例
で
資
料

が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
陛
下
の
思
い
描
く
譲
位
後
の
イ
メ
ー
ジ

と
重
な
る
部
分
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
陛
下
は
天
皇
の
歴
史
を
誰

よ
り
も
よ
く
ご
存
じ
だ
。
歴
史
か
ら
学
び
、
譲
位
の
意
向
を
徐
々
に
固
め

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。 

　

こ
れ
に
先
立
つ
一
月
十
日
、
同
紙
は
「
光
格
天
皇
の
「
あ
る
べ
き
天
皇

像
」
を
模
索
し
た
姿
は
天
皇
陛
下
に
通
じ
る　

東
大
名
誉
教
授
・
藤
田

覚
」
と
し
て
、『
幕
末
の
天
皇
』
な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ
る
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
で
近
世
史
家
の
藤
田
覚
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
る

（
松
本
学
・
広
池
慶
一
記
者
署
名
記
事
）。
氏
の
発
言
を
抜
粋
す
る
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　

光
格
天
皇
と
現
在
の
天
皇
陛
下
に
は
似
通
っ
た
部
分
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
あ
る
べ
き
天
皇
像
」
を
自
ら
の
手
で
描
か

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
特
別
な
境
遇
で
す
。

　

天
皇
陛
下
の
直
系
の
ご
先
祖
で
あ
る
光
格
天
皇
は
、
傍
系
の
閑
院

宮
家
か
ら
即
位
し
ま
し
た
。
…
天
皇
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」「
ど
う

あ
る
べ
き
で
な
い
か
」
を
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
模
索

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
…
天
皇
の
権
威
の
強
化
を
図
り
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8　

 

井
ケ
田
良
治
「
天
明
7
年
の
御
所
御
千
度
参
り
」『
同
志
社
法
学
』

四
六
│
三
・
四
（
同
志
社
法
学
会
、
一
九
九
四
）

9　

 

藤
田
覚
「
光
格
天
皇
の
登
場
」『
幕
末
の
天
皇
』（
講
談
社
〈
選
書
メ

チ
エ
〉、
一
九
九
四
↓
講
談
社
〈
学
術
文
庫
〉、
二
〇
一
二
）

10　

 「
爆
発
的
人
気
！
御
所
を
廻
る
「
お
千
度
参
り
」
と
は
？
」『
別
冊
宝

島
E
X　

京
都
魔
界
め
ぐ
り
』（
宝
島
社
、
一
九
九
四
）
↓
改
訂
版
、

一
九
九
五

11　

 

小
田
原
城
天
守
閣
編
『
小
田
原
城
特
別
展　

御
室
仁
和
寺
の
名
宝　

大
久
保
忠
真
と
光
格
天
皇
』（
小
田
原
城
天
守
閣
、
一
九
九
六
）

12　

 

藤
田
覚
「
史
料
散
歩 

御
所
千
度
参
り
を
呼
び
か
け
る
「
張
札
」」

『
日
本
歴
史
』
五
九
一
（
日
本
歴
史
学
会
・
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

七
）

13　

 

え
と
う
乱
星
「
十
代
徳
川
家
治
・
桃
園
天
皇
、
後
桜
町
天
皇
、
後
桃

園
天
皇
、
光
格
天
皇
│
概
説
：
家
治
時
代
の
朝
幕
関
係
、
事
件　

明

和
事
件
、
謎　

禁
裏
賄
方
役
人
不
正
事
件
、
政
策　

朝
廷
懐
柔
政
策

の
実
情
」『
歴
史
読
本
』
四
四
│
七
「
シ
リ
ー
ズ
事
件
推
理
6　

徳

川
十
五
代
将
軍
家
と
天
皇
家
」（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
）

14　
 

長
谷
圭
剛
「
十
一
代
徳
川
家
斉
・
光
格
天
皇
、
仁
孝
天
皇
│
概
説　

家
斉
時
代
の
朝
幕
関
係
、
事
件
：
尊
号
一
件
、
謎　

新
内
侍
の
皇
女

毒
殺
疑
惑
、
政
策　
「
天
皇
」
号
復
活
」『
歴
史
読
本
』
四
四
│
七

「
シ
リ
ー
ズ
事
件
推
理
6　

徳
川
十
五
代
将
軍
家
と
天
皇
家
」（
新
人

物
往
来
社
、
一
九
九
九
） 

【
光
格
天
皇
】

1　
 

和
田
英
松
「
後
桃
園
天
皇
の
崩
御
と
光
格
天
皇
の
登
極
と
に
つ
い

て
」『
歴
史
地
理
』
一
〇
│
五
（
歴
史
地
理
学
会
）
一
九
〇
七
↓
同

『
国
史
国
文
之
研
究
』（
雄
山
閣
、
一
九
二
六
）

2　

 

列
聖
全
集
編
纂
会
編
『
列
聖
全
集
御
製
集
第
一
一
巻
』（
光
格
天
皇

御
製
集
・
光
格
天
皇
御
集
拾
遺
・
光
格
天
皇
中
宮
欣
子
内
親
王
御
歌　

所
収
）（
列
聖
全
集
編
纂
会
、
一
九
一
七
↓
一
九
二
二
再
版
）

3　

 

猪
熊
信
男
『
光
格
天
皇
と
聖
護
院
門
跡
』（
聖
護
院
門
跡
、
一
九
四

〇
） 

4　

 

辻
善
之
助
「
光
格
天
皇
の
御
生
母
磐
代
君
」
同
『
日
本
文
化
史 

別

録
』
第
四
巻
（
春
秋
社
、
一
九
七
〇
） 

5　

 

津
田
良
樹
「
光
格
院
修
学
院
御
幸
史
料
か
ら
み
た
文
政
7
年
の
修
学

院
村
・
一
乗
寺
村
の
民
家
に
つ
い
て
」『
学
術
講
演

概
集 

F 

都
市

計
画
、
建
築
経
済
・
住
宅
問
題
、
建
築
史
・
建
築
意
匠 
一
九
八
六
』

（
日
本
建
築
学
会
、
一
九
八
六
）

6　

 

久
保
貴
子
「
江
戸
時
代
の
改
元
（
三
）
│
天
明
改
元
か
ら
慶
応
改
元

ま
で
」『
民
衆
史
研
究
』
四
十
二
号
（
民
衆
史
研
究
会
、
一
九
九
一
）

↓
同
「
改
元
に
見
る
朝
幕
関
係
」
同
『
近
世
の
朝
廷
運
営
』（
岩
田

書
院
、
一
九
九
八
）

7　

 

高
埜
利
彦
「
後
期
幕
藩
制
と
天
皇
」
永
原
慶
二
編
集
代
表
『
講
座
前

近
代
の
天
皇
2　

天
皇
権
力
の
構
造
と
展
開
』（
青
木
書
店
、
一
九

九
三
）
↓
同
『
近
世
の
朝
廷
と
宗
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
）
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館
、
二
〇
〇
三
）
↓
同
『
畏
る
べ
き
昭
和
天
皇
』（
ビ
ジ
ネ
ス
社
、

二
〇
〇
七
）、
改
訂
新
版
『
昭
和
天
皇　

畏
る
べ
き
「
無
私
」』（
毎

日
新
聞
社
、
二
〇
一
三
）。

22　

 

藤
田
覚
「
光
格
天
皇
の
意
味
│
復
古
と
革
新
」『
大
航
海
』
四
五

「
特
集　

近
代
天
皇
論
」（
新
書
館
、
二
〇
〇
三
）
↓
同
『
近
世
天
皇

論 

近
世
天
皇
研
究
の
意
義
と
課
題
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
一
）

23　

 

盛
田
帝
子
「
光
格
天
皇
論
│
そ
の
文
化
的
側
面
」『
大
航
海
』
四
五

「
特
集　

近
代
天
皇
論
」（
新
書
館
、
二
〇
〇
三
）
↓
同
『
近
世
雅
文

壇
の
研
究　

光
格
天
皇
と
賀
茂
季
鷹
を
中
心
に
』（
汲
古
書
院
、
二

〇
一
三
）
収
録

24　

 

宮
内
庁
書
陵
部
編　

藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之 

監
修
・
解
説
『
天
皇

皇
族
実
録
126　

光
格
天
皇
実
録
』 

第
一
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇

六
）　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
（
一
九
三
六
編
纂
終
了
、
一
九
四
四

印
刷
完
了
）
の
複
製

25　

 

宮
内
庁
書
陵
部
編　

藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之 

監
修
・
解
説
『
天
皇

皇
族
実
録
127　

光
格
天
皇
実
録
』 

第
二
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇

六
）　

同
上

26　
 

宮
内
庁
書
陵
部
編　

藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之 

監
修
・
解
説
『
天
皇

皇
族
実
録
128　

光
格
天
皇
実
録
』 

第
三
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇

六
）　

同
上

27　

 

宮
内
庁
書
陵
部
編　

藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之 

監
修
・
解
説
『
天
皇

皇
族
実
録
129　

光
格
天
皇
実
録
』 

第
四
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇

15　
 

北
川
一
郎
「
近
世
後
期
の
民
衆
と
朝
廷 

天
明
七
年
御
所
千
度
参
り

の
再
検
討
」『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
四
一
（
京
都
民
科
歴

史
部
会
、
二
〇
〇
一
） 

16　

 

霞
会
館
資
料
展
示
委
員
会
編
『（
霞
会
館
資
料
第
二
四
輯
）
特
別
展　

光
格
天
皇
と
幻
の
将
軍　

京
都
・
日
光
・
例
幣
使
』（
霞
会
館
、
二

〇
〇
一
） 

17　

 「
特
集
カ
ラ
ー 

光
格
天
皇
と
幻
の
将
軍
│
京
都
・
日
光
・
例
幣
使
」

『
歴
史
読
本
』
四
六
│
一
一
1
「
特
集 

徳
川
十
五
代 

将
軍
家
を
創
っ

た
実
力
者
・
権
力
者
た
ち
」（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
一
）

18　

 

盛
田
帝
子
「
光
格
天
皇
と
そ
の
周
辺
」『
文
学
』
二
│
五
（
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
一
）
↓
同
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究　

光
格
天
皇
と
賀
茂

季
鷹
を
中
心
に
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
）
収
録

19　

 

盛
田
帝
子
「
光
格
天
皇
と
宮
廷
歌
会
│
寛
政
期
を
例
に
」『
雅
俗
』

9
（
雅
俗
の
会
、
二
〇
〇
二
）
↓
同
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究 

光
格

天
皇
と
賀
茂
季
鷹
を
中
心
に
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
）
収
録

20　

 

村
和
明
「
近
世
院
政
の
組
織
と
制
度
│
光
格
上
皇
の
「
院
政
」
を
事

例
に
」『
論
集
き
ん
せ
い
』
二
四
（
近
世
史
研
究
会
、
二
〇
〇
二
）

↓
分
割
・
加
筆
し
て
「
光
格
上
皇
御
所
に
お
け
る
堂
上
公
家
の
機

構
」「
近
世
朝
廷
の
「
院
司
」
に
つ
い
て
」
同
『
近
世
の
朝
廷
制
度

と
朝
幕
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
） 

21　

 

松
本
健
一
「
光
格
天
皇
か
ら
昭
和
天
皇
ま
で
│
非
常
事
態
と
し
て
の

近
代
天
皇
制
」 『
大
航
海
』
四
五
「
特
集　

近
代
天
皇
論
」（
新
書
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幕
閣
の
展
開
と
改
革
四 「
田
沼
意
次
、
そ
の
虚
像
と
実
像
」
編
（
最

終
回
）
約
九
百
年
中
絶
し
て
い
た
天
皇
号
を
「
復
活
」
さ
せ
た
こ
と

が
光
格
天
皇
の
最
大
の
「
業
績
」」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
四
〇
│
六
（
小

学
館
、
二
〇
〇
八
）
↓
同
『
逆
説
の
日
本
史
十
五　

近
世
改
革
編
│

官
僚
政
治
と
吉
宗
の
謎
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
八　

文
庫
版
、
二
〇

一
二
）

34　

 

落
合
莞
爾
「
日
本
近
代
史
の
真
相 

陸
軍
の
裏
側
を
見
た
吉
薗
周
蔵

の
手
記
（
四
八
）
光
格
帝
の
御
事
跡
と
閑
院
宮
系
天
皇
子
孫
＝
京
都

皇
統
の
経
綸
」『
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
』
二
七
八
（
は
あ
と
出
版
、
二

〇
一
〇
）

35　

 

藤
田
覚
「
朝
幕
関
係
の
転
換
│
光
格
天
皇
の
時
代
」
同
『
天
皇
の
歴

史
〇
六　

江
戸
時
代
の
天
皇
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
） 

36　

 

内
田
誠
一
「
福
井
崇
蘭
館
旧
蔵
・
光
格
天
皇
宸
翰
尺
牘
に
つ
い
て
」

大
取
一
馬
編
『
典
籍
と
史
料
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
）

37　

 

藤
田
覚
『
近
世
天
皇
論 

近
世
天
皇
研
究
の
意
義
と
課
題
』（
清
文
堂

出
版
、
二
〇
一
一
） 

38　

 

倉
吉
博
物
館
編
『
大
江
磐
代
君
顕
彰
展 

大
江
磐
代
君
没
後
二
百
年

に
寄
せ
て
』（
倉
吉
博
物
館
、
二
〇
一
二
）  

39　
 

須
藤
茂
樹
「
作
品
紹
介 「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
伎
図
絵
巻
」
に

つ
い
て
」『
四
国
大
学
紀
要
』（
四
国
大
学
、
二
〇
一
三
） 

40　

 

村
和
明
『
近
世
の
朝
廷
制
度
と
朝
幕
関
係
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
三
） 

六
）　

同
上

28　
 

宮
内
庁
書
陵
部
編　

藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之 

監
修
・
解
説
『
天
皇

皇
族
実
録
130　

光
格
天
皇
実
録
』 

第
五
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇

六
）　

同
上

29　

 

三
田
村
雅
子
「〈
記
憶
〉
の
中
の
源
氏
物
語
（
三
三
）
光
格
天
皇
と

宣
長
の
時
代
」 『
新
潮
』
一
〇
四
│
五
（
新
潮
社
、
二
〇
〇
七
）
↓

「
光
格
天
皇
と
宣
長
の
時
代
」
同
『
記
憶
の
中
の
源
氏
物
語
』（
新
潮

社
、
二
〇
一
三
）

30　

 

田
中
明
「
修
学
院
離
宮
に
お
け
る
光
格
院
の
御
幸
様
式
に
つ
い
て　

修
学
院
離
宮
な
る
場
所
の
研
究
3
」『
学
術
講
演

概
集
F
│

2 

建

築
歴
史
・
意
匠　

二
〇
〇
七
』（
日
本
建
築
学
会
、
二
〇
〇
七
） 

31　

 

田
中
明
「
修
学
院
離
宮
に
お
け
る
御
幸
様
式
の
変
速
と
場
所
構
成
に

つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
六
二
一
（
日
本
建
築

学
会
、
二
〇
〇
七
） 

32　

 

井
沢
元
彦
「
逆
説
の
日
本
史
（
第
七
四
一
回
）
第
七
十
四
話 

徳
川

幕
閣
の
展
開
と
改
革
四 「
田
沼
意
次
、
そ
の
虚
像
と
実
像
」
編
（
そ

の
二
〇
）
尊
王
論
隆
盛
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
朝
廷
史
を
変

え
た
「
光
格
天
皇
と
い
う
事
件
」 『
週
刊
ポ
ス
ト
』
四
〇
│
五
（
小

学
館
、
二
〇
〇
八
）
↓
同
『
逆
説
の
日
本
史
十
五　

近
世
改
革
編
│

官
僚
政
治
と
吉
宗
の
謎
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
八　

文
庫
版
、
二
〇

一
二
）

33　

 

井
沢
元
彦
「
逆
説
の
日
本
史
（
第
七
四
二
回
）
第
七
十
四
話 

徳
川
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号
（
史
学
会
、
一
九
一
五
〉

2　

 

列
聖
全
集
編
纂
会
編
『
列
聖
全
集
御
製
集
第
一
一
巻
』（
仁
孝
天
皇

御
集
所
収
）（
列
聖
全
集
編
纂
会
、
一
九
一
七
↓
一
九
二
二
再
版
）

3　

 

長
谷
圭
剛
「
十
一
代
徳
川
家
斉
・
光
格
天
皇
、
仁
孝
天
皇　

概
説　

家
斉
時
代
の
朝
幕
関
係
、
事
件
尊
号
一
件
、
謎　

新
内
侍
の
皇
女
毒

殺
疑
惑
、
政
策　
「
天
皇
」
号
復
活 

」『
歴
史
読
本
』
四
四
│
七

「
シ
リ
ー
ズ
事
件
推
理
6　

徳
川
十
五
代
将
軍
家
と
天
皇
家
」（
新
人

物
往
来
社
、
一
九
九
九
）

4　

 

堀
和
久
「
十
二
代
徳
川
家
慶
・
仁
孝
天
皇
、
孝
明
天
皇　

概
説　

家

慶
時
代
の
朝
幕
関
係
、
事
件　
「
海
防
勅
書
」
下
賜
、
謎　

将
軍
位

継
承
の
謎
、
政
策　

学
習
院
の
設
置
」『
歴
史
読
本
』
四
四
│
七

「
シ
リ
ー
ズ
事
件
推
理
6　

徳
川
十
五
代
将
軍
家
と
天
皇
家
」（
新
人

物
往
来
社
、
一
九
九
九
） 

5　

 

霞
会
館
資
料
展
示
委
員
会
編
『（
霞
会
館
資
料
第
二
六
輯
）
仁
孝
天

皇
泰
平
の
余
芳　

幕
末
の
宮
廷
と
柳
営
』（
霞
会
館
、
二
〇
〇
三
）

6　

 

佐
竹
明
子
「
学
習
院
学
問
所
設
立
の
歴
史
的
意
義
」『
京
都
女
子
大

学
大
学
院  

文
学
研
究
科
研
究
紀
要
史
学
編
』
第
二
号
（
京
都
女
子

大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
三
）

7　
 「

第
百
二
十
代
仁
孝
天
皇
／
女
御
・
鷹
司
繋
子
」『
歴
史
読
本
』
五
〇

│
一
二
「
特
集 

歴
代
皇
后
全
伝
」（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
五
）

↓
『
別
冊
歴
史
読
本
33　

歴
代
天
皇
・
皇
后
総
覧
』（
新
人
物
往
来

社
、
二
〇
〇
六
）
↓
歴
史
読
本
編
集
部
編
『
歴
代
天
皇
125
代
総
覧
』

41　
 

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究　

光
格
天
皇
と
賀
茂
季
鷹
を
中
心

に
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
）

42　

 
一
戸
渉
「
書
評 

盛
田
帝
子
著
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究 

光
格
天
皇
と

賀
茂
季
鷹
を
中
心
に
』」 『
国
語
と
国
文
学
』
九
一
│
一
二
（
明
治
書

院
、
二
〇
一
四
）

43　

 

佐
藤
雄
介
「
寛
政
│
文
化
期
の
朝
廷
財
政
と
光
格
天
皇
」
同
『
近
世

の
朝
廷
財
政
と
江
戸
幕
府
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
）

44　

 

伊
藤
智
永
「
天
皇
陛
下 
象
徴
の
思
想
と
は
何
か 「
光
格
天
皇
」
と

「
ジ
ョ
ー
ジ
5
世
」
に
学
ん
だ
天
皇
制
改
革
」『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
九

六
│
七
（
二
〇
一
七
）

45　

 

野
村
玄
「
近
世
に
お
け
る
天
皇
の
地
位
と
正
統
性
│
大
刀
契
・
剣

璽
・
通
過
儀
礼
及
び
皇
統
の
扱
い
に
注
目
し
て
│
」『
大
阪
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
七
（
大
阪
大
学
、
二
〇
一
七
）

46　

 

所
功
「
光
格
天
皇
の
譲
位
式
と
『
桜
町
殿
行
幸
図
』」『
藝
林
』
六
六

│
一
（
藝
林
会
、
二
〇
一
七
）

（
参 

考
）
野
村
朋
弘
「
皇
位
継
承
に
於
け
る
諡
号
制
の
位
置
」『
日
本
文
化

と
神
道
』
三
号
（
文
部
科
学
省
21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
國
學
院

大
學
「
神
道
と
日
本
文
化
の
国
学
的
研
究
発
信
の
拠
点
形
成
」、
二
〇

〇
六
）

【
仁
孝
天
皇
】

1　

 

本
多
辰
次
郎
「
学
習
院
創
建
及
其
沿
革
」『
史
学
雑
誌
』
二
六
篇
四
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（
新
人
物
往
来
社
〔
新
人
物
文
庫
〕、
二
〇
一
四
）

8　
 

宮
内
庁
書
陵
部
編　

藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之 

監
修
・
解
説
『
天
皇

皇
族
実
録
131　

仁
孝
天
皇
実
録
』 

第
一
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇

六
）　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
（
一
九
三
六
編
纂
終
了
、
一
九
四
四

印
刷
完
了
）
の
複
製

9　

 

宮
内
庁
書
陵
部
編　

藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之 

監
修
・
解
説
『
天
皇

皇
族
実
録
132　

仁
孝
天
皇
実
録
』 

第
二
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇

六
）　

同
上

10　

 

宮
内
庁
書
陵
部
編　

藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之 

監
修
・
解
説
『
天
皇

皇
族
実
録
133　

仁
孝
天
皇
実
録
』 
第
二
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇

六
）　

同
上

11　

 

佐
竹
明
子
「
学
習
院
学
問
所
が
果
た
し
た
役
割
」『
近
世
の
天
皇
・

朝
廷
研
究
』
二
（
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
九
）




